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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年4月8日(2021.4.8)

【公開番号】特開2020-55965(P2020-55965A)
【公開日】令和2年4月9日(2020.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2020-014
【出願番号】特願2018-188153(P2018-188153)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   4/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    4/00     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   77/38     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   77/48     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月26日(2021.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
［実施例４］
　温度計と冷却管を付けた三口フラスコに、平均組成がＭＭｅ

２ＤＭｅ
１０ＤＨ

５で表さ
れるハイドロジェンシロキサン（数平均分子量１，０８０ｇ／ｍｏｌ）１００質量部と、
上記式（１）で表される化合物１２０質量部を入れ、トルエン１００質量部に溶かした。
オイルバスによって、溶液の温度を１００℃まで昇温し、塩化白金酸重曹中和物・ビニル
シロキサン錯体のトルエン溶液（白金含有量０．５ｗｔ％）０．０３３３質量部を滴下し
た。滴下後、溶液の温度を１００℃に保持して、６時間撹拌した。その後、１２０℃、１
０ｍｍＨｇにて溶剤を除去し、目的物を得た（数平均分子量２，８５０ｇ／ｍｏｌ）。得
られた生成物を１Ｈ　ＮＭＲによって分析を行い、ヒドロシリル基由来のピークが消失し
たこと、ケテンシリルアセタール構造由来のピークがあることを確認した。
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